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平成28年 成人式

1月4日（月）江北町公民館3階大ホールにおいて江北町
成人式が開催され、102人が新成人となりました。
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（町の木）モチの木　（町の花）水仙

まちの人口
（平成27年12月31日現在）2016

February
Vol.273 2 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,739人
4,611人
5,128人

3,331世帯

前年同月比
（平成26年12月31日現在）2016

February
Vol.273 2 9,728人

4,602人
5,126人
3,261世帯

子や孫に誇れる郷土　江北

広報こうほく
&議会だより



　
江
北
町
の
今
年
の
新
成
人（
平
成
７
年

４
月
２
日
生
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
）

は
、１
０
２
名
で
し
た
。

　
１
月
４
日（
月
）に
行
わ
れ
た
成
人
式

に
は
83
名（
男
性
40
名
、女
性
43
名
）が
出

席
し
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
中
で
、田
中
町
長
は「
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、こ
れ
か
ら
の
人
生
に
挑

戦
を
続
け
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、恩
師
代
表
と
し
て
新

成
人
が
中
学
３
年
生
の
時
に
校
長
を
務

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
大
薮
日
左
恵
校

長
先
生
が
祝
辞
と
し
て
、中
学
校
時
代
の

思
い
出
を
語
ら
れ
、新
成
人
は
少
し
照
れ

た
よ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
懐
か

し
そ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
新
成
人
の
集
い
で
は
、主
に

幼
少
期
か
ら
中
学
校
時
代
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ

れ
、写
真
が
変
わ
る
ご
と
に
ど
よ
め
き
や

笑
い
声
が
会
場
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、「
い
い
旦
那
さ
ん
＆
お
嫁
さ

ん
に
な
り
そ
う
な
人
」や「
初
恋
の
人
」の

ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。最
後

に
会
場
に
駆
け
付
け
た
小
・
中
学
校
時
代

の
恩
師
に
花
束
を
渡
し
、恩
師
か
ら
一
言

ず
つ
お
祝
い
の
言
葉
を
も
ら
い
、会
場
は

終
始
、笑
顔
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、華
や
か
な
着
物
姿
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
が
、久
し
ぶ
り
の
友
人
た

ち
と
の
再
会
と
、お
互
い
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
喜
び
に
沸
き
、近
況
報
告
や
記

念
撮
影
等
で
楽
し
く
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
第
２
部
は
、新
成
人
に
よ
る
実
行

委
員
が
中
心
と
な
り
、去
年
の
秋
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　私たちも二十歳になり、すでに仕事に就いている者や、学業に取り組ん
でいる者など、それぞれの道を歩んでいる途中ですが、成人という大きな
節目を迎え、大人としての自覚をもち、責任ある社会人として日々精進し
ていくと決意しております。
　私たちは、これから社会という大海原で航海をし続けていく事になりま
す。その航海の中にはたくさんの辛い事、きつい事があると思います。
　しかし、私たちはどのような事にも負けず、転んでも立ち上がり、堂々と
前を向いて歩んで行きたいと思っております。
　私たちはまだまだ未熟者であります。これからも、皆様方のご指導とご
鞭撻をいただきますよう、お願い申し上げます。

新成人代表　澁谷 貴大（岳区）
（紙面の都合上、内容を要約しています。）

祝 
成
人
式

〜
勇
往
邁
進 「
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
」
〜
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まちの話題 TOPIC NEWS11/21
12/20 はらへそ食堂　1日限定オープン!!

1/1 初日の出登山

12/18 もちつき

12/6 各区対抗ソフトバレーボール大会が開催されました。

12/23 クリスマスライトファンタジー

　
11
月
21
日（
土
）、
白
石
町
総

合
運
動
場
で
青
少
年
育
成
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
調
の
悪
い
選
手
が
い
な
が

ら
、
全
員
の
安
定
し
た
走
り
で

優
勝
。
５
区
の
キ
ャ
プ
テ
ン
吉

本
音
愛
さ
ん
（
高
砂
区
）
で
ト
ッ

プ
に
な
り
、
ア
ン
カ
ー
の
５
年

生
エ
ー
ス
金
丸
星
与
郎
君
（
上

分
区
）
が
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
。
４
年
ぶ
り
４
度
目
の

優
勝
を
成
し
と
げ
ま
し
た
。

　
陸
上
に
興
味
が
あ
る
小
学
生

は
、
ぜ
ひ
一
度
練
習
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
12
月
20
日（
日
）、
上
小
田
商
店
街
に
あ
る
お

へ
そ
の
お
へ
そ
で
「
は
ら
へ
そ
食
堂
」
が
１
日

限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
は
ら
へ
そ
食
堂
は
、
町
の
事
業
「
夢
を
叶
え

る
ま
ち
づ
く
り
塾
」
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
塾
は
、
毎
月
十
数
人
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
が
実
現
す
る
た
め
の
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
食
堂
を
開

い
た
荒
巻
恒
人
さ
ん
（
岳
区
）
は
「
お
で
ん
屋

を
開
い
て
み
た
い
」
と
い
う
夢
を
同
塾
で
語
っ

て
い
て
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
協
力
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
江
北
町
で
獲
れ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を

使
っ
た
カ
レ
ー
や
お
で
ん
を
メ
イ
ン
に
販
売
し
、

す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。
来
店
者
か
ら
は
「
お

い
し
い
」「
ま
た
開
い
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
荒
巻
さ
ん
は
「
不
定
期
で
店
を

出
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
12
月
23
日（
水
）、
ネ
イ
ブ
ル
に
お
い
て
第
18

回
江
北
町
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
不
良
の
為
、
バ
ル
ー
ン
係
留
飛

行
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
ネ
イ
ブ
ル
の
入

り
口
で
は
、
お
で
ん
や
水
餃
子
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
楽
し
み
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

等
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

杵島ライオンズ大会で江北ビッキーズが優勝しました。

11/29 江北少年野球、ケーブルワンベースボールカップ優勝

優
勝

●
男
女
混
合
の
部
　

　
　
　
八
北
Ｙ
'ｓ

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
　

　
　
　
宿
区
レ
デ
ィ
ー
ス

●
健
康
ふ
れ
あ
い
の
部
　

　
　
　
新
宿

　
11
月
29
日（
日
）、
ケ
ー
ブ
ル
ワ

ン
カ
ッ
プ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
武
雄
市
の
白
岩
球
場
で
開
か
れ
、

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー

ム
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
で
は
武
雄
町
少
年
（
武
雄

市
）
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
譲
ら
ず
延
長
と
な
り
ま
し

た
。
江
北
少
年
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

と
な
る
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
、16
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
江
北
少
年
野
球
の
選
手
の
み
な

さ
ん
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
12
月
６
日（
日
）、
ネ
イ
ブ
ル

に
お
い
て
、
各
区
対
抗
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
12
月
18
日（
金
）、永
林
寺
保
育
園
に
お

い
て
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
餅
つ
き
は
、江
北
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
世
代
間
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、杵（
き
ね
）を
し
っ
か
り

と
両
手
で
持
ち
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
餅
を
き
な
こ
餅
に
し
て
、

美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

元旦に毎年恒例の白木パノラマ孔園までの初日の出登山が行わ
れました。今年は初日の出を拝むことができました。

健
康
ふ
れ
あ
い
の
部
で
優
勝
し
た

新
宿
の
皆
さ
ん
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ル
ー
ン
係
留
飛

行
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
ネ
イ
ブ
ル
の
入

り
口
で
は
、
お
で
ん
や
水
餃
子
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
楽
し
み
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

等
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

杵島ライオンズ大会で江北ビッキーズが優勝しました。

11/29 江北少年野球、ケーブルワンベースボールカップ優勝

優
勝

●
男
女
混
合
の
部
　

　
　
　
八
北
Ｙ
'ｓ

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
　

　
　
　
宿
区
レ
デ
ィ
ー
ス

●
健
康
ふ
れ
あ
い
の
部
　

　
　
　
新
宿

　
11
月
29
日（
日
）、
ケ
ー
ブ
ル
ワ

ン
カ
ッ
プ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
武
雄
市
の
白
岩
球
場
で
開
か
れ
、

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー

ム
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
で
は
武
雄
町
少
年
（
武
雄

市
）
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
譲
ら
ず
延
長
と
な
り
ま
し

た
。
江
北
少
年
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

と
な
る
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
、16
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
江
北
少
年
野
球
の
選
手
の
み
な

さ
ん
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
12
月
６
日（
日
）、
ネ
イ
ブ
ル

に
お
い
て
、
各
区
対
抗
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
12
月
18
日（
金
）、永
林
寺
保
育
園
に
お

い
て
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
餅
つ
き
は
、江
北
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
世
代
間
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、杵（
き
ね
）を
し
っ
か
り

と
両
手
で
持
ち
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
餅
を
き
な
こ
餅
に
し
て
、

美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

元旦に毎年恒例の白木パノラマ孔園までの初日の出登山が行わ
れました。今年は初日の出を拝むことができました。

健
康
ふ
れ
あ
い
の
部
で
優
勝
し
た

新
宿
の
皆
さ
ん
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まちの話題 TOPIC NEWS
1/9 こうほくまちウォーキング

1/10 消防出初式

1/9 まなびの森　篆刻の会

　
１
月
９
日（
土
）、
江
北
町
内
に
お
い
て
、こ
う

ほ
く
ま
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
日
本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選
選
考
委
員
会

に
よ
り
認
定
さ
れ
た
江
北
町
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
歩
く
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
約
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
馬
頭
観
音
や
カ

ン
カ
ン
石
な
ど
の
名
勝
地
が
あ
り
、
参
加
者
た

ち
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
共
に
江
北
町
の
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
は
、
江
北
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
製
だ
ご

汁
の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん

は
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
１
月
９
日（
土
）、
江
北
町
公
民
館
に
お
い
て
、

ま
な
び
の
森
　
篆
刻
（
て
ん
こ
く
）
の
会
が
開

催
さ
れ
、
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
武
雄
市
図
書
館
　
館
長
の
杉
原
豊

秋
先
生
を
お
招
き
し
、
篆
刻
印
の
作
り
方
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
印
材
」
と
呼
ば
れ
る
彫
る
材
料
に
な
る
石
に

参
加
者
等
の
名
前
を
彫
っ
て
い
き
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
篆
刻
印
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
先
生
の
話
が
面
白
く
、
今

後
も
機
会
が
あ
れ
ば
体
験
し
た
い
。」
と
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
篆
刻
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
武
雄
市
図
書
館

に
お
い
て
も
不
定
期
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、

体
験
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
１
月
10
日（
日
）、
江
北
小
学
校
運
動
場

で
江
北
町
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、
２

１
４
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
通
常
点
検
と
機
械
器
具
の
点

検
、
永
年
勤
続
者
表
彰
な
ど
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
は
本
業
を
持
ち

ま
す
が
、
災
害
等
が
発
生
し
た
際
は
す
ぐ

に
現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
防
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
私
た
ち
も
災
害
に
備
え
て
、
防
災
訓
練

等
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
で
防
災
力
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２月14日（日）は江北町長選挙の投票日です

投票日時　　　平成28年２月14日（日）午前７時00分から午後８時00分まで

期日前投票・不在者投票期日前投票

投票できる方　江北町の選挙人名簿に登録されている方が投票できます。次の要件を満たす方が選挙人
　　　　　　　名簿に登録されます。郵送により、ご自宅に入場券をお届けします。

○投票日当日に満20歳以上（平成8年2月15日以前に出生）の方
○平成27年11月8日以前から江北町に転入の届出をされている方で、江北町長選挙の選挙人名簿登録
　基準日（平成28年2月8日）現在、引き続き江北町に住民登録されている方。 
注）次の方は投票ができません
○平成27年11月9日以降に江北町へ転入の届出をした方　　　○投票日前に町外へ転出した方
※入場券を持っていても、投票する前に町外へ転出した方は投票できません。

投票は、選挙当日投票所において投票するのが原則ですが、投票日当日に投票できない方は、期日前
投票または不在者投票をすることができます。

 （期日前投票）
投票日に投票所へいけない方は、投票日前に期日前投票ができます。期日前投票を行う方は、入場券
裏面の「期日前投票宣誓書」に必要事項を記入してご提出ください。

　　　　　　　　期　　間　平成28年２月10日（水）～２月13日（土）
　　　　　　　　時　　間　午前８時30分～午後８時00分
　　　　　　　　投票場所　江北町公民館　１階ロビー

（不在者投票）
　出張や旅行等で町外に滞在中の方や病院等に入院している方は、滞在地の選挙管理委員会や病院等
施設において不在者投票ができます。
　不在者投票を行いたい方は、江北町選挙管理委員会事務局へ問い合わせて下さい。
○また都道府県選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム等の施設に入院、入所している方は、そ

の病院等においてできますので事務の方に申し出て下さい。

投票場所

投票区
第1投票区
第2投票区
第3投票区
第4投票区
第5投票区
第6投票区
第7投票区
第8投票区

　 投票所設置場所
江北町公民館
上小田集会所
石原集会所
老人福祉センター別館
八町北区集会所
幼児教育センター
祖子分集会所
宿集会所

　　　　　　　地　　区
新宿・土元・門前・花祭
浪花町・仲町・平山町・日ノ出町・鹿ノ口・岳・白木
上区・石原・観音下・新町・原宿
大西・東区・西分
南郷・八町北区・八町中区・八町南区
東分・上分・下分
野口・下惣・馬場・祖子分・江口・正徳
上惣・宿・高砂

　　 所在地
山口1651-1
上小田2280-21
上小田1552
山口2018-1
八町1754
山口1184
惣領分3436-2
佐留志2155-1

問い合わせ　江北町役場選挙管理委員会事務局　86-2111

みなさんの代表者を選ぶ大切な選挙です。
棄権することなく必ず投票に行きましょう。
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　平成27年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成28年度住民税申告を、下記日程のと
おり実施します。確定申告に必要な書類等（平成27年分の収入・支出が分かるもの、医療費控除分の領収
書及び合計額、源泉徴収票、各種控除証明書、認印等）は早めに準備し、申告時にご持参ください。
　また、消費税の申告が必要な方は、課税売上高等の金額が分かる資料等が必要となりますので、事前に
準備しておいてください。（簡易課税のみ受け付けます。）

受付時間　：　午前８時30分から午後５時00分まで（昼休憩　午後12時00分から午後１時00分まで）
受付場所　：　江北町役場　（北側）　郷土資料館　１階会議室     
問い合せ　：　江北町役場　町民課　税務係　（電話番号）０９５２－８６－５６１３

月　 日
2 月 16 日
2 月 17 日
2 月 18 日
2 月 19 日
2 月 22 日
2 月 23 日
2 月 24 日
2 月 25 日
2 月 26 日
2 月 29 日
3 月　1 日
3 月　2 日
3 月　3 日
3 月　4 日
3 月　6 日
3 月　7 日
3 月　8 日
3 月　9 日
3 月 10 日
3 月 11 日
3 月 14 日
3 月 15 日

曜日
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
日
月
火
水
木
金
月
火

午　前

岳
宿

上　区
新　宿
野　口
下　分
祖子分
上　惣
下　惣
八　中
八　北

大　西
東　区
南　郷
東　分
土　元

午　後

申告整理
石　原
観音下
西　分
上　分

申告整理
馬　場

江　口　・　正　徳
申告整理
八　南

申告整理

申告整理
申告整理
申告整理
申告整理
申告整理

浪　花　・　仲　町　・　平　山　・　日ノ出
鹿の口 ・ 新　町　・　高　砂　・　原　宿

門　前　・　花　祭　・　白　木

日曜日申告受付

申告整理日
申告整理日

部屋数20室（個室17室、夫婦部屋３室）、各部屋トイレ・洗面
所・屋根裏物置（１畳）がついています。できるだけ、低料金に
設定しました。なお、入居条件は、要介護１から要介護３程度
となっています。入居費用は、おおむね10万円前後です。
※夫婦割引きあり（食費、居住費、オムツ代、水道光熱費、介護
保険１割負担金含む）　

「 確定申告 」 日程のお知らせ

平成27年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成28年度住民税申告日程表

申告後半になると大変混雑いたします。早めに準備して確定申告を済ませましょう。

住宅型有料老人ホームすみれ園　平成27年４月１日開所（木の温もりあふれる施設）

ご相談ご質問は、社会福祉法人　聖仁会すみれ園　中山まで
☎０９５２－８２－３３１１（代表） 大町町大字福母3031-1

消費税及び地方消費税確定申告　平成28年2月16日(火)から平成28年3月31日（木）まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし、閉庁日（土・日・祭日）を除く

有料広告

江北町

議会だより

137No. 号
【平成27年度】
12月定例会

編集・発行／佐賀県江北町議会　広報委員会

contents
●一般質問
●決算特別委員会
●各常任委員会
●条例制定
●条例改正
●江北さんいらっしゃい

平成28年元旦　白木パノラマ孔園にて
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議会だより議会だより

10広
報こうほく 議会だより

田
中
宏
之　

議
員

問　

県
道
江
北
～
芦
刈
線

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
い
、

下
分
交
差
点
の
改
良
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
時
交
差
点

か
ら
南
に
数
十
メ
ー
ト
ル

の
町
道
拡
幅
に
伴
い
歩
道

が
新
設
さ
れ
た
。
交
差
点

内
の
安
全
は
確
保
さ
れ
た

も
の
の
歩
道
が
途
中
で
ぶ

っ
つ
り
切
れ
て
い
る
。
こ

の
事
は
危
険
で
も
あ
り
、

地
元
住
民
に
は
不
便
を
期

た
し
て
い
る
。
町
と
し
て

は
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
又
、
交
差

点
の
工
事
は
い
つ
完
了
す

る
の
か
問
う
。

町
長　

交
差
点
の
工
事
の

完
了
に
つ
い
て
は
、
県
の

予
算
の
付
き
次
第
で
完
了

す
る
も
の
と
思
う
。
そ
の

後
歩
道
新
設
に
つ
い
て
は

２
期
工
事
の
形
で
ど
こ
ま

で
ど
ん
な
歩
道
を
作
る
か

検
討
し
た
い
。

問　

こ
の
交
差
点
の
南
に

は
当
地
区
の
集
会
場
が
あ

り
区
民
が
頻
繁
に
利
用
す

る
区
間
で
あ
る
。
集
会
所

ま
で
の
歩
道
は
必
要
で
あ

る
。

町
長　

下
分
の
集
会
所
ま

で
は
必
ず
作
ら
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
先

は
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

我
が
町
の
道
路
網
は

近
隣
の
市
町
と
比
べ
れ
ば

整
備
が
で
き
て
る
と
思
う
。

こ
れ
も
、
鉱
害
復
旧
の
時

十
分
に
検
討
さ
れ
、
町
道

及
び
農
道
を
整
備
し
た
結

果
だ
と
思
う
。
町
内
隅
々

ま
で
舗
装
が
し
て
あ
り
便

利
で
あ
る
。
た
だ
、
農
道

に
関
し
て
は
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設
置
が
無
い
所
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
特
に
、

元
の
堤
防
跡
に
農
道
を
作

っ
た
所
は
段
差
も
か
な
り

あ
り
、
非
常
に
危
険
で
あ

る
。
予
算
等
の
都
合
も
あ

る
と
思
う
が
、
地
元
の
意

見
、
要
望
を
聞
い
た
り
、

調
査
を
し
た
り
し
て
危
険

な
所
か
ら
早
急
に
設
置
の

方
向
で
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
特
に
、
最
近
の

ト
ラ
ク
タ
ー
は
馬
力
も
大

き
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
も
で

交差点の工事が完了次第、２期工事として歩道を新設するか
検討したい

町長

一
般
質
問

途切れた歩道は今後どうなる

る
。
そ
れ
を
運
転
し
て
い

る
の
も
最
近
で
は
高
齢
者

が
増
え
て
き
て
い
る
。
町

長
は
２
月
に
退
陣
さ
れ
る

が
子
ど
も
達
や
高
齢
者
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
は
次
の
町
長

に
も
是
非
継
続
を
お
願
い

し
た
い
。

町
長　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
は
殆
ど
が

道
路
整
備
事
業
に
付
随
し

て
設
置
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
何
ら
か
の
理
由
で

未
設
置
の
箇
所
に
つ
い
て

は
地
元
の
要
望
が
上
が
っ

て
き
た
時
々
に
対
応
し
て

き
て
は
い
る
が
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
す
る
た
め

の
補
助
事
業
が
な
い
の
で

町
の
単
独
予
算
で
施
工
し

て
い
る
関
係
上
、
危
険
度

や
利
便
性
を
考
慮
し
て
い

る
が
、
地
元
の
要
望
に
そ

ぐ
わ
な
い
点
も
あ
っ
た
か

と
思
う
。
し
か
し
、
今
後

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を

含
め
地
元
と
協
議
を
し
な

が
ら
予
算
の
範
囲
内
で
は

あ
る
が
計
画
的
に
取
り
組

む
。

農
道
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

町
長　

予
算
を
考
え

計
画
を
立
て
設
置
し

て
い
く
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井
上
敏
文　

議
員

問　

田
中
町
長
は
在
任
６

期
24
年
間
、
町
政
の
か
じ

取
り
を
さ
れ
て
き
た
。
就

任
当
初
、
鉱
害
復
旧
の
総

仕
上
げ
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、

更
に
駅
南
地
区
で
は
道
路

整
備
な
ど
の
事
業
を
展
開

さ
れ
た
結
果
、
宅
地
開
発

が
進
み
人
口
増
に
も
繋
が

っ
た
。
鉱
害
復
旧
当
時
か

ら
す
れ
ば
、
大
き
く
変
貌

し
た
こ
と
は
田
中
町
長
の

評
価
に
値
す
る
の
で
は
な

い
か
。
さ
て
今
後
の
こ
と

に
つ
い
て
、
本
町
に
は
ま

だ
課
題
も
あ
る
。
次
の
こ

と
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。「
①

今
後
の
町
村
合
併
に
つ
い

て
②
県
が
進
め
る
在
来
線

利
用
の
新
幹
線
、
７
年
後

開
通
予
定
で
あ
る
本
町
の

ま
ち
づ
く
り
は
③
こ
れ
ま

で
議
論
さ
れ
て
き
た
駅
北

地
区
の
整
備
計
画
は
④
上

小
田
地
区
の
今
後
の
振
興

策
は
⑤
企
業
誘
致
、
今
後

の
行
方
は
⑥
こ
の
ほ
か
の

本
町
の
懸
案
事
項
に
つ
い

て
は
⑦
在
職
24
年
を
振
り

返
っ
て
、
後
世
に
伝
え
た

い
こ
と
は
」
以
上
、
次
期

政
権
に
引
き
継
ぐ
に
当
た

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

①
に
つ
い
て
は
急

い
で
合
併
す
る
必
要
は
な

い
と
考
え
る
。
町
民
に
こ

の
機
運
が
高
ま
れ
ば
隣
接

市
町
と
も
協
議
を
始
め
れ

ば
よ
い
と
思
う
。
②
の
新

幹
線
に
つ
い
て
の
ま
ち
づ

く
り
は
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
の

問
題
も
あ
り
、
時
期
尚
早

と
思
う
。
③
は
駅
北
の
歩

行
者
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
、
ま
ず
は
飲
食
店
街

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
先

決
。
④
は
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
を
地
元
の
方
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
は
佐
藤
食
品
の
こ
と
を

第
一
に
考
え
て
い
る
が
、

現
企
業
と
意
志
の
疎
通
を

図
り
、
雇
用
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

⑥
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
を
行
い
、
活
力
を
失

わ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
⑦

は
町
民
の
融
和
を
図
っ
た

行
政
運
営
が
必
要
と
思
う
。

問　

②
の
新
幹
線
は
、
県

が
在
来
線
利
用
で
７
年
後

開
通
と
言
っ
て
い
る
以
上
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
立
て

る
の
は
時
期
尚
早
と
言
わ

ず
、
核
と
な
る
駅
の
北
側

の
整
備
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
。
③
の
駅
北

の
飲
食
店
街
の
移
転
交
渉

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
。
⑤
の
雇
用
に
つ
い
て

現
企
業
の
サ
ム
コ
は
、
従

業
員
の
半
数
が
伊
万
里
に

転
勤
し
た
と
も
聞
く
。
雇

用
の
確
保
が
大
事
で
あ
る

が
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解

を
。
⑥
本
町
の
課
題
と
し

て
、
高
齢
化
が
進
み
空
き

家
が
多
い
旧
炭
住
区
と
、

駅
南
地
区
の
発
展
と
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
。
町
内

均
衡
の
と
れ
た
施
策
が
必

要
と
思
う
。
こ
れ
を
次
期

政
権
に
ど
う
繋
げ
て
い
く

か
。

町
長　

②
の
新
幹
線
は
県

か
ら
も
説
明
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

期
政
権
が
ど
う
考
え
る
か

で
あ
る
。
③
の
駅
北
飲
食

店
街
の
所
有
者
に
は
一
応

了
解
を
得
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
県
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を

始
め
る
。
飲
食
店
街
の
撤

去
は
近
い
将
来
で
き
る
と

思
う
。
⑤
サ
ム
コ
は
本
町

か
ら
撤
退
し
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
⑥
高
齢
化
は
ど

こ
で
も
進
ん
で
い
る
。
空

き
家
を
町
に
寄
付
し
た
い

と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

町
は
受
け
る
べ
き
と
思
う
。

空
き
家
対
策
等
は
不
良
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
次

期
政
権
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

一
般
質
問

町民の融和を図った行政運営が必要町長

町長就任６期24年を振り返って
後世に伝えたいことは

ユタカタクシー 飲食店街

在来線利用の新幹線開通をにらんだ駅北地区の整備は

空き家が多い旧炭住区の整備は
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三
苫
紀
美
子　

議
員

重度の障がいの者の方の社会参加促進を目的に福祉タクシー
券を交付している。

町長

福祉の充実を！

問　

江
北
町
の
目
指
す
姿

の「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

で
障
が
い
者
の
充
実
に
向

け
、
取
り
組
み
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

る
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

問
題
で
、
町
内
に
は
福
祉

タ
ク
シ
ー
が
な
く
、
町
外

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用

で
き
な
い
。
何
の
た
め
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
な
の
か

と
の
声
が
届
い
て
い
る
。

町
と
し
て
解
決
策
は
な
い

か
。

町
長　

重
度
の
障
が
い
が

あ
る
方
の
社
会
参
加
の
促

進
を
目
的
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
て
い
る
。
町

内
に
事
業
所
を
有
す
る
タ

ク
シ
ー
会
社
及
び
佐
賀
県

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
協
会
に

加
盟
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

会
社
で
は
利
用
で
き
る
。

町
民
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、

事
業
者
を
紹
介
す
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
。

問　

我
が
町
の
タ
ク
シ
ー

会
社
、
福
祉
事
業
所
等
に

委
託
契
約
し
、
ご
く
身
近

に
福
祉
の
充
実
を
図
る
考

え
は
。
今
後
、
検
討
課
題

と
し
て
上
げ
ら
れ
る
か
。

福
祉
課
長　

今
後
、県
内
の

状
況
等
も
見
て
検
討
す
る
。

問　

超
高
齢
社
会
、
こ
れ

か
ら
車
椅
子
等
で
病
院
に

行
く
人
が
多
く
な
る
と
思

う
。
入
所
待
機
中
の
方
が

増
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方

に
は
手
厚
く
、
町
と
し
て

目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

問　

江
北
町
交
通
安
全
母

の
会
活
動
と
し
て
朝
の
声

か
け
運
動
を
続
け
て
頂
い

て
い
る
。

　

門
前
、
土
元
の
学
童
の

通
学
道
路
で
車
が
通
る
た

び
に
危
険
を
感
じ
て
い
る
。

横
断
道
路
を
点
検
し
て
欲

し
い
と
の
声
が
届
い
て
い

る
。

町
長　

町
道
新
宿
～
土
元

線
の
十
河
米
店
前
の
横
断

歩
道
の
位
置
の
変
更
に
つ

き
、
警
察
と
協
議
し
て
い

る
が
、
歩
行
者
の
滞
留
場

所
が
な
く
横
断
歩
道
は
出

来
な
い
。

問　

事
故
の
時
間
帯
別
で

は
、
朝
の
６
時
か
ら
９
時

台
、
夕
方
４
時
か
ら
７
時

台
の
通
勤
、
通
学
時
間
帯

が
事
故
の
70
％
占
め
て
い

る
。
犠
牲
者
を
出
す
前
に

警
察
、
交
通
安
全
協
会
と

話
し
合
っ
て
欲
し
い
。
も

し
で
き
な
け
れ
ば
交
通
安

全
母
の
会
と
し
て
も
県
、

警
察
の
方
に
も
陳
情
す
る
。

総
務
企
画
課
長　

も
う
一

度
警
察
の
方
と
も
話
合
い

た
い
。

問　

３
月
議
会
に
お
い
て
、

全
て
の
取
り
組
み
が
実
施

で
き
て
い
な
い
、
そ
の
実

施
で
き
な
か
っ
た
内
容
は
。

積
み
残
し
に
つ
い
て
は
、

後
期
に
お
い
て
実
施
す
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
期

の
実
施
に
支
障
を
与
え
な

い
か
、
後
期
の
重
点
計
画

内
容
は
。

　

次
に
具
体
的
内
容
で
、

適
正
な
公
園
管
理
と
あ
る

が
、
樹
木
に
毛
虫
が
つ
い

て
安
心
し
て
子
供
を
遊
ば

せ
ら
れ
な
い
と
の
声
が
届

い
て
い
る
。
委
託
管
理
は

剪
定
、
雑
草
処
理
だ
け
か
。

　

２
点
目
、
交
通
網
の
整

備
に
つ
い
て
、
利
用
実
態

調
査
等
に
よ
り
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
あ

る
。
３
月
議
会
に
お
い
て

見
直
し
等
を
検
討
し
て
い

く
と
回
答
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
の
利
用
者
数
は

総
合
計
画
作
成
時
点
よ
り

増
加
し
て
い
る
か
。

町
長　

企
業
誘
致
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
ひ
と
つ
で
あ
る
。
公
園

管
理
に
つ
い
て
は
、
樹
木
の

伐
採
等
と
同
時
に
殺
虫
剤
等

の
散
布
も
行
っ
て
い
る
。
異

常
発
生
等
が
見
受
け
ら
れ
た

場
合
に
は
随
時
対
応
し
て
い

る
。
交
通
網
整
備
の
見
直
し

等
の
検
討
は
、３
日
間
、職
員

が
バ
ス
に
乗
り
利
用
者
の
目

的
地
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

　

駅
南
商
業
地
区
へ
の
バ
ス

停
留
所
の
設
置
要
望
が
多
か

っ
た
の
で
、
イ
オ
ン
江
北
店

敷
地
内
に
バ
ス
停
留
所
を
設

置
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
、

来
年
の
４
月
か
ら
の
開
始
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

乗
り
や
す
く
、
町
民

に
不
便
が
な
い
よ
う
に
今

一
度
検
討
を
。

町
長　

小
型
バ
ス
が
い
い

の
か
、
朝
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
達
が
乗
っ
て
い
る

の
で
、
大
き
さ
等
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

・
地
方
総
合
戦
略
に
つ
い
て

学
童
の
交
通
安
全
に

つ
い
て

第
５
次
総
合
計
画

に
つ
い
て

十河米店前の状況
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＊
田
中
町
長
は
、
九
月
議

会
で
勇
退
を
表
明
さ
れ
た
。

町
民
の
多
く
が
、
次
の
挑

戦
に
期
待
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
回
は
、
残

さ
れ
た
二
ヶ
月
あ
ま
り
の

任
期
中
、
最
大
限
の
力
を

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
確
認
と
お
願
い
と
い

う
こ
と
で
質
問
す
る
。

問　

駅
周
辺
の
安
全
性
と

景
観
を
見
た
と
き
に
、
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

数
回
に
わ
た
り
意
見
を
言

っ
て
き
た
。
町
長
も
現
状

を
十
分
把
握
さ
れ
、
調
査
、

検
討
ま
た
行
動
も
さ
れ
た

と
思
う
が
、
現
在
の
状
況

と
、
近
い
将
来
の
可
能
性

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

家
屋
等
の
補
償
問

題
が
あ
る
。
９
名
の
方
が

利
用
さ
れ
て
お
り
、
了
解

の
同
意
の
確
認
が
と
れ
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
、
県
と
Ｊ
Ｒ
と

の
話
し
合
い
と
な
る
。

そ
の
他
、
駅
周
辺
の
開
発

に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
計
画
は
な
い
。

問　

総
合
的
に
考
え
、
地

区
の
な
か
で
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
の
立
ち
上

げ
が
必
要
と
思
う
が
、
在

任
中
に
指
示
を
し
て
も
ら

え
る
の
か
。

町
長　

環
境
整
備
事
業
の

導
入
も
検
討
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
う
が
、
地

元
の
地
権
者
が
中
心
と
な

り
検
討
す
る
こ
と
が
一
番

で
あ
り
、
委
員
会
等
の
立

ち
上
げ
を
、
早
く
す
る
努

力
を
、
次
に
伝
え
て
い
く
。

問　

岩
屋
団
地
は
、
改
築
、

移
転
が
順
調
に
行
わ
れ
、

小
田
地
区
の
景
観
も
一
変

し
、
ま
だ
課
題
は
あ
る
が

今
後
の
発
展
が
楽
し
み
で

あ
る
。
当
初
、
町
営
住
宅

の
改
修
、
改
築
の
検
討
時

に
は
、
岩
屋
、
高
砂
同
時

進
行
の
話
し
合
い
だ
っ
た

が
、
次
の
段
階
へ
と
進
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
方

向
付
け
の
指
示
を
求
め
る
。

町
長　

高
砂
住
宅
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
財
源
等
の
問
題
、

用
地
の
選
定
な
ど
、
早
急

に
検
討
を
し
、
で
き
る
だ

け
早
い
機
会
に
で
き
る
よ

う
、
引
継
ぎ
を
し
た
い
。

問　

原
宿
団
地
新
築
で
、

戸
数
も
増
え
て
、
他
町
か

ら
の
移
住
も
あ
り
、
相
乗

効
果
も
各
方
面
で
み
ら
れ

る
。
是
非
、
高
砂
住
宅
の

改
築
の
早
急
な
実
現
の
後

押
し
を
。

町
長　

２
ヶ
月
あ
ま
り
の

任
期
だ
。
で
き
る
範
囲
は

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
次

の
町
長
に
引
き
継
ぎ
た
い
。

住
宅
の
戸
数
に
関
し
て
も
、

増
や
す
こ
と
に
は
問
題
は

な
い
と
思
う
。
高
砂
に
住

ん
で
い
る
方
の
数
は
、
確

実
に
確
保
し
た
い
。

吉
岡
隆
幸　

議
員

駅周辺の開発に関しては今のところ計画はない町長

江北町の将来のための施策を

老朽化した駅北口のマーケット

肥
前
山
口
北
口
周
辺

の
開
発
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の

今
後
に
つ
い
て

原宿団地 高砂団地
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問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）
交
渉
の
大
筋

合
意
は
江
北
町
の
農
業
に

と
っ
て
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
の
で
は
な
い
か
。

　

町
の
主
な
農
産
物
、
コ

メ
・
麦
、
大
豆
な
ど
へ
の

影
響
額
は
幾
ら
か
。

　

又
農
水
省
の
発
表
で
は

農
業
就
業
人
口
は
、
こ
の

５
年
間
で
51
万
６
千
人
減

少
し
て
お
り
、
平
均
年
齢

は
67
・
１
歳
。
高
齢
化
と

農
業
人
口
の
減
少
が
深
刻
。

江
北
町
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
見

る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

の
調
印
・
承
認
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

町
長　

江
北
町
の
主
な
農

産
物
の
影
響
額
は
、
国
の

試
算
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
市
町
村
別
の
統

計
調
査
も
平
成
19
年
以
降

さ
れ
て
い
な
い
た
め
試
算

は
で
き
て
い
な
い
。

　

本
町
の
農
業
就
業
人
口

は
３
９
４
人
で
、
こ
の
５

年
間
で
１
０
４
人
減
少
し

た
。
平
均
年
齢
は
62
・
５

歳
、
５
年
間
で
0.5
歳
上
昇

し
て
お
り
、
農
業
人
口
の

減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

今
回
の
合
意
は
、
農
業

農
村
地
域
に
は
深
刻
な
打

撃
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
食
料
自
給

率
の
低
下
を
招
く
と
と
も

に
、
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
漁
村
の
構
築
が
さ
ま
た

げ
ら
れ
か
ね
な
い
。

　

今
日
の
農
業
情
勢
を
考

え
る
と
受
け
入
れ
が
た
い

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

　

さ
き
の
全
国
町
村
会
で

も
、
農
業
・
農
村
政
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
提
言
を

行
い
、
影
響
を
受
け
る
農

林
漁
業
者
が
希
望
を
も
っ

て
経
営
に
取
り
組
め
る
よ

う
施
策
の
実
施
を
国
に
強

く
求
め
て
来
た
。

問　

こ
れ
ま
で
２
回
ほ
ど

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に

つ
い
て
、
寡
婦
控
除
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
「
み
な
し

適
用
」
を
求
め
て
来
た
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
政
令
市
、
県
庁
所

在
地
の
67
％
、
34
市
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ

い
て
も
、75
自
治
体
で「
み

な
し
適
用
」
が
実
施
さ
れ
、

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。

江
北
町
と
し
て
も
来
年
度

か
ら
の
実
施
を
進
め
る
べ

き
だ
。

　

根
本
的
に
は
、
所
得
税

法
の
改
正
が
必
要
、
国
に

働
き
か
け
る
よ
う
求
め
る
。

町
長　

保
育
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
「
み
な
し
適
用
」
を

行
う
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、

江
北
町
営
住
宅
管
理
規
則

の
中
で
減
免
規
定
が
あ
り
、

そ
の
中
で
４
月
１
日
か
ら

「
み
な
し
適
用
」
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

所
得
税
法
改
正
に
つ
い

て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
非

婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
寡

婦
控
除
適
用
に
つ
い
て
、

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

地
元
の
多
面
的
機

能
支
払
い
交
付
金
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
が
、
対

応
が
困
難
な
場
合
は
協
議

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

祇
園
川
の
環
境
整

備
に
つ
い
て

土
渕
茂
勝　

議
員

合意は深刻な打撃を与える懸念がある町長

TPP大筋合意の調印、国会承認は
あってはならない！

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に

保
育
料
な
ど
の
軽
減
措
置
を
！

町
長　

４
月
１
日
よ
り
適
用
す
る

江北町の主要作物　作付面積の推移（単位ha）

大豆

米

麦
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問　

新
築
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
の
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
と
言
わ
れ
た

が
、
今
の
考
え
は
。

町
長　

次
期
町
長
選
に
は

立
候
補
し
な
い
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
検
討
委
員
会

は
つ
く
っ
て
い
な
い
。

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に

よ
り
、
小
・
中
一
貫
校
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
。
整

備
に
つ
て
は
、
新
町
長
に

財
政
計
画
を
検
討
し
て
、

計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

問　

郡
内
で
の
図
書
の
電

子
化
は
、
江
北
町
だ
け
が

導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
の
導
入
実
施
の

予
定
は
。

教
育
長　

当
初
予
算
は
骨

格
で
は
あ
る
が
、
当
初
予

算
に
計
上
で
き
る
よ
う
、

強
く
訴
え
て
い
く
。

町
長　

当
初
予
算
で
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
う
。

問　

専
門
学
校
へ
の
生
徒

に
も
利
用
で
き
な
い
か
で
、

委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

と
言
わ
れ
た
が
。

教
育
長　

26
年
度
は
募
集

が
な
く
、
委
員
会
を
開
い

て
い
な
い
。
27
年
度
は
開

い
た
が
委
員
会
に
諮
っ
て

い
な
い
。
来
年
度
は
必
ず

委
員
会
に
諮
っ
て
進
め
て

い
く
。

問　

合
同
点
検
後
の
残
り

の
点
検
結
果
は
。

町
長　

①
町
道
門
前
～
畑

川
線
は
、
区
画
線
に
「
ス

ピ
ー
ド
落
と
せ
」
の
路
面

表
示
で
対
応
。
②
町
道
新

宿
～
村
内
線
の
一
方
通
行

は
、
関
係
者
の
同
意
が
難

し
い
。
③
町
道
江
口
～
祖

子
分
線
は
今
の
所
、
対
応

を
見
送
っ
て
い
る
。
対
応

困
難
箇
所
の
２
ヵ
所
は
注

意
喚
起
の
看
板
と
徐
行
の

お
願
い
で
対
応
し
て
い
る
。

問　

大
西
区
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
な
い
危
険
個
所
は
。

町
長　

地
元
の
区
長
さ
ん

と
協
議
を
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

問　

充
電
ス
タ
ン
ド
の
設

置
の
考
え
と
公
用
車
の
購

入
に
よ
る
必
要
性
は
。

町
長　

来
年
度
の
公
用
車

の
買
い
替
え
は
予
定
し
て

い
な
い
の
で
、
充
電
施
設

を
設
置
す
る
予
定
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。
時
期
を
見

て
の
設
置
は
必
要
と
思
う
。

問　

小
田
宿
を
核
に
、
観

光
イ
メ
ー
ジ
を
図
っ
て
観

光
振
興
の
底
上
げ
を
し
て

い
く
と
言
わ
れ
た
が
。

町
長　

観
音
下
区
の
関
川

家
が
、
22
世
紀
に
残
す
佐

賀
県
遺
産
に
指
定
を
さ
れ
、

石
原
区
の
空
き
店
舗
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
お

へ
そ
の
お
へ
そ
」
で
は
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利

用
を
初
め
、
高
校
生
ケ
ー

キ
カ
フ
ェ
や
大
学
生
に
よ

る
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
、
県
外
か
ら
も
来
て

頂
い
て
い
る
。

問　

小
田
商
店
街
へ
の
振

興
策
は
図
ら
れ
た
の
か
。

町
長　

総
務
省
の
交
付
金

を
活
用
し
た
手
作
り
パ
ン

屋
が
オ
ー
プ
ン
し
、
今
後

も
起
業
者
向
け
の
情
報
発

信
を
行
い
、
商
店
街
の
自

発
的
な
取
組
み
と
行
政
に

よ
る
情
報
発
信
の
連
携
で

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
言
わ
れ
た
が
。

町
長　

総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
が
ば
い
余

暇
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
、

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
中
心
に
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

池
田
和
幸　

議
員

小・中一貫校を視野に入れながら考える時期にきている
新町長に財政計画を検討して、計画的に進めてほしい

町長

再度問う、検討課題について
1.江北小学校の施設整備は

教
育
長　
当
初
予
算
に

計
上
で
き
る
よ
う
、
強
く

訴
え
て
い
く

２
．
早
急
な
学
校

図
書
の
電
子
化
を

教
育
長　
来
年
度
は
必

ず
委
員
会
に
諮
っ
て
進

め
て
い
く

３
．
育
英
資
金
の

利
用
に
つ
い
て

町
長　

充
電
施
設
を
設

置
す
る
予
定
は
今
の
と

こ
ろ
な
い

５
．
電
気
自
動
車

の
現
状
と
支
援

町
長　

点
検
結
果
を

も
と
に
区
画
線
及
び
看

板
等
の
設
置
、
路
面
表

示
に
よ
り
改
善
さ
れ
て

い
る ４

．
通
学
路
の
安
全
対

策
と
危
険
な
通
行
箇
所

町
長　

小
田
商
店
街

の
自
発
的
な
取
組
み
と

行
政
に
よ
る
情
報
発
信

の
連
携
で
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
る

６
．
長
崎
街
道
と

小
田
商
店
街
の
対
応

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
中
心
に
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

図
っ
て
い
く

７
．
ス
ポ
ー
ツ
の
町

と
し
て
の
捉
え
方
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金
丸
祐
樹　

議
員

県や警察の指導を受け、来年度はつけるようにしたい町長

　

江
北
町
で
も
強
盗
や
声

か
け
、
ひ
っ
た
く
り
等
の

犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
。

現
在
本
町
で
は
、
防
犯
推

進
協
議
会（
ビ
ッ
キ
ー
隊
）

や
シ
ル
バ
ー
ビ
ッ
キ
ー
隊

が
挨
拶
運
動
や
見
回
り
等

の
活
動
を
し
て
お
り
防
犯

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
拠
点
と
し
防
犯
対
策

の
向
上
と
拡
大
が
必
要
で

は
。

問　

駅
南
周
辺
と
町
道

宿
・
東
分
線
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
し
た
い
。

町
長　

佐
賀
県
が
道
路
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
事
業
が
来
年
度
江
北
町

で
実
施
予
定
で
あ
る
。
駅

南
周
辺
と
町
道
宿
・
東
分

線
も
含
め
た
道
路
の
総
点

検
を
実
施
し
、
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
場
所
に
は

防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
の

整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

既
存
の
組
織
の
拡
大

や
若
い
世
代
の
組
織
づ
く

り
支
援
を
。

町
長　

保
護
者
な
ど
身
近

な
方
に
お
願
い
を
し
て
さ

ら
に
大
き
な
組
織
と
な
る

よ
う
周
知
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

問　

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

や
す
い
子
供
や
高
齢
者
自

身
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
啓
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
の
開
催
を
。

町
長　

町
が
指
導
を
し
て

は
い
く
が
、
学
校
関
係
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
友
会
の
方
々

も
中
心
に
な
っ
て
啓
発
活

動
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
高

齢
者
や
子
ど
も
達
と
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
点
検
等
も

行
い
た
い
。

今後の防犯まちづくり
・防犯カメラの設置・ワークショップの開催

問　

子
育
て
支
援
に
特
化

し
た
施
設
を
設
け
、
ま
た

町
が
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
組
織
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

平
成
24
年
４
月
に

こ
ど
も
応
援
課
を
設
置

し
、
同
時
に
子
育
て
支
援

の
核
と
し
て
、
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い

る
。放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
、
マ

マ
サ
ロ
ン
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が

利
用
を
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
子
育
て
支
援
施
設
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
で

は
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
し
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

を
子
育
て
支
援
の
核
と
し

て
、
関
連
各
課
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
図

り
、
実
効
性
の
あ
る
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
予
算
も
含
め
ど
の

よ
う
な
支
援
事
業
が
子
供

の
健
全
育
成
及
び
保
護
者

の
支
援
に
つ
な
が
る
の

か
、
多
面
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
、
地
域
全
体
で

子
供
を
守
り
育
て
る
気
運

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

休
日
、
放
課
後
等
に

町
の
施
設
を
利
用
し
た
小

学
・
中
学
向
け
の
無
料
塾

教
育
長　

他
の
町
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向

上
を
目
的
に
無
料
塾
が
実

施
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

学
力
の
向
上
は
、
江
北
町

教
育
委
員
会
で
も
最
重
要

課
題
と
捉
え
、
様
々
な
取

り
組
み
を
教
育
課
程
の
中

で
行
っ
て
い
る
。
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、
平
成

22
年
度
よ
り
江
北
町
小
中

連
携
学
力
向
上
研
究
会
を

組
織
し
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会

の
委
託
指
定
を
受
け
、
児

童
・
生
徒
の
活
用
力
向
上

研
究
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
小
学
校
で
は
授
業

の
他
に
「
い
き
い
き
タ
イ

ム
」
や
「
て
ら
こ
や
」
と

い
う
名
称
で
補
充
学
習
を

実
施
し
て
い
る
。
中
学
で

は
、
県
の
放
課
後
等
補
充

学
習
支
援
事
業
を
活
用
し

学
習
内
容
の
定
着
が
十
分

図
ら
れ
て
い
な
い
生
徒
と

希
望
者
を
対
象
に
、
地
域

の
方
々
、人
材
を
活
用
し
、

週
二
回
の
放
課
後
学
習
会

を
実
施
し
て
い
る
。
無
料

塾
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
余
地

は
あ
る
が
、
文
化
的
教
室

や
習
い
事
、
部
活
動
を
熱

心
に
活
動
し
て
お
り
、
児

童
・
生
徒
の
負
担
等
を
考

え
た
場
合
に
現
状
の
教
育

課
程
の
取
り
組
み
が
適
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

包
括
的
な
子
育
て
支
援

教
育
サ
ポ
ー
ト
の
推
進
を

数回にわたり落書きされた看板
（町道宿・東分線　イオン裏道）
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問　

江
北
町
史
は
、
昭
和

57
年
３
月
31
日
に
発
行
さ

れ
、
既
に
33
年
が
経
過
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
町
と

し
て
最
重
要
施
策
で
あ
っ

た
鉱
害
復
旧
と
農
業
基
盤

の
整
備
事
業
の
完
了
や
文

化
等
の
史
実
が
十
分
あ
る

と
考
え
る
。
町
史
は
昭
和

50
年
６
月
か
ら
本
格
的
な

編
纂
に
取
り
か
か
ら
れ
発

行
ま
で
約
７
年
を
要
し
て

お
り
、
町
史
の
発
行
に
至

る
ま
で
に
は
相
当
の
年
月

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

の
か
お
伺
い
す
る
。

町
長　

今
あ
る
町
史
は
江

北
町
の
原
始
・
古
代
か
ら

昭
和
50
年
代
ま
で
を
対
象

と
し
て
取
り
扱
っ
た
も
の

で
、
発
行
以
来
、
江
北
町

は
大
き
く
変
わ
り
、
新
た

な
町
史
に
追
加
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
歴
史
や
出
来
事

も
数
多
く
あ
っ
て
い
る
の

で
、
当
時
を
知
る
関
係
者

の
高
齢
化
や
資
料
の
散
在
、

紛
失
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
や
資
料
の
収

集
に
つ
い
て
は
、
編
さ
ん

委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
早
急
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

　

江
北
町
に
と
っ
て
節
目

と
な
る
７
年
後
に
町
制
70

周
年
が
く
る
。
そ
の
辺
り

を
目
標
に
、
追
加
、
加
筆
・

修
正
を
し
て
再
版
と
い
う

形
で
発
行
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

情
報
や
資
料
を
集
め

る
に
も
時
間
が
か
か
る
し
、

早
く
具
体
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
来
年
度
の

当
初
予
算
に
計
上
で
き
な

い
か
。

町
長　

で
き
た
ら
幾
ら
か

で
も
編
さ
ん
員
の
手
当
て

み
た
い
な
も
の
を
当
初
予

算
に
組
め
た
ら
と
思
っ
て

い
る
が
、
私
が
決
め
て
い

い
の
か
、
次
の
町
長
が
決

め
て
い
い
の
か
、
そ
の
辺

り
は
十
分
に
検
討
し
て
当

初
予
算
の
こ
と
は
考
え
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

渕
上
正
昭　

議
員

編さん委員会を設置するなどし、早急に取り組んでいく
必要がある。

町長

江北町史続編の編さん・発行について

昭和57年に発行された江北町史

馬頭観音（観音下） 次郎堀（大西）
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江
北
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
、

郵
便
局
か
ら
役
場
が
受
け

取
っ
て
か
ら
３
カ
月
保
管

し
そ
の
後
処
分
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
後
の
申

請
で
い
く
ら
手
数
料
が
か

か
る
の
か
。

Ａ　

５
０
０
円
の
手
数
料

が
か
か
る
。

Ｑ　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
。

た
ば
こ
の
値
段
は
来
年
か

ら
い
く
ら
ず
つ
値
上
が
り

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
「
わ
か
ば
」
で
い
え

ば
現
在
２
６
０
円
、
来
年

２
８
０
円
、
再
来
年
が
３

０
０
円
、
そ
の
次
が
３
４

０
円
、
最
終
は
３
９
０
円

と
な
る
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
は
必
ず
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

申
請
書
に
記
載
さ
れ

て
い
な
く
て
も
受
け
付
け

る
。
強
制
す
る
も
の
で
は

な
い
。

Ｑ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
が

な
い
と
窓
口
の
手
続
き
が

で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い

る
方
が
多
い
。

Ａ　

今
ま
で
通
り
免
許
証

な
ど
で
確
認
出
来
れ
ば
発

行
で
き
る
。

道
路
維
持
管
理
費

（
町
道
門
前
～
畑
川
線
局

部
改
良
工
事
）

Ｑ　

防
護
柵
は
ど
の
範
囲

で
施
工
す
る
の
か
。

Ａ　

歩
道
と
の
法
面
の
間

に
転
落
防
止
柵
を
40
メ
ー

ト
ル
施
工
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

Ｑ　

将
来
的
に
は
、
こ
の

路
線
の
道
路
拡
幅
を
さ
ら

に
延
長
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ　

今
後
の
計
画
は
未
定
。

現
在
沿
線
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
も
含
め
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。

Ｑ　

公
有
水
面
上
の
住
居

の
増
改
築
に
つ
い
て
、
規

制
は
あ
る
か
。

Ａ　

現
在
の
建
物
は
、
杵

島
炭
鉱
時
代
に
建
て
ら
れ

た
店
舗
。
当
時
は
公
有
水

面
で
は
な
く
炭
鉱
用
地

だ
っ
た
。
そ
の
後
地
籍
調

査
で
公
有
水
面
と
な
っ
た
。

　

基
本
的
に
は
増
改
築
は

認
め
ら
れ
な
い
。

白
木
パ
ノ
ラ
マ
孔
園
の
設

置
及
び
管
理

Ｑ　

Ａ
・
Ｂ
室
と
Ｃ
室
の

使
用
料
金
の
違
い
は
。

Ａ　

Ａ
・
Ｂ
室
は
一
部
ロ

フ
ト
が
あ
り
Ｃ
室
は
な
い
。

ま
た
床
面
積
が
異
な
る
こ

と
か
ら
使
用
料
に
差
を
つ

け
た
。

Ｑ　

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

直
近
３
年
間
は
微
増
。

Ｑ　

パ
ノ
ラ
マ
孔
園
の
指

定
管
理
の
結
果
は
。

Ａ　

説
明
会
に
３
社
が
参

加
。
応
募
は
２
社
で
、
指

定
管
理
者
は
、
日
生
開
発

に
決
定
。

佐
賀
西
部
広
域
環
境
組
合

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

供
用
開
始
。

Ｑ　

処
分
場
に
個
人
で
搬

入
で
き
る
か
。

Ａ　

規
定
は
あ
る
が
、
杵

藤
ク
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
収

集
さ
れ
て
い
た
も
の
と
変

り
は
な
い
。

Ｑ　

ご
み
袋
も
共
通
に
な

る
の
か
。

Ａ　

各
市
町
の
ご
み
袋
で

搬
出
と
な
る
。

Ｑ　

町
の
ご
み
処
理
費
用

が
軽
減
さ
れ
る
か
。

Ａ　

ご
み
処
理
費
用
だ
け

で
は
若
干
安
く
な
る
が
、

委
託
料
等
で
上
が
る
可
能

性
は
あ
る
。
ま
た
、
ご
み

の
量
に
よ
り
変
動
が
あ
る
。

Ｑ　

現
処
理
施
設
の
今
後

の
活
用
は
。

Ａ　

杵
藤
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
施
設
を
解
体
し
て

解
体
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

跡
地
検
討
委
員
会
の
中
で

検
討
さ
れ
る
。

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
伊
万
里
市
）

Ｑ　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
と

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
の
排

出
量
は
ど
れ
ぐ
ら
い
出
る

の
か
。

Ａ　

国
の
排
出
基
準
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
。
さ
ら
に

維
持
管
理
会
社
で
も
自
主

規
制
を
設
け
て
お
り
、
国

の
排
出
基
準
以
下
で
排
出

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ　

ス
ラ
グ
の
保
管
量
は

ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

Ａ　

３
ヶ
月
程
度
は
保
管

で
き
る
。

Ｑ　

ス
ラ
グ
等
の
残
渣
に

つ
い
て
、
農
業
へ
の
有
機

物
と
し
て
再
利
用
が
出
来

な
い
の
か
。

Ａ　

メ
タ
ル
は
鉄
の
材
料

と
な
る
が
、
１
８
０
０
℃

の
熱
で
溶
か
す
の
で
純
度

が
悪
く
な
り
価
値
は
下
が

る
が
有
価
物
と
し
て
売
れ

る
。
ま
た
、
ス
ラ
グ
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
業

者
が
い
る
の
で
、
そ
こ
で

再
利
用
す
る
。

Ｑ　

し
尿
処
理
場
は
農
業

へ
還
元
し
て
い
る
が
、
有

機
物
等
は
出
な
い
の
か
。

Ａ　

処
理
す
る
の
が
い
ろ

ん
な
ゴ
ミ
に
な
る
の
で
、

有
機
物
は
で
な
い
。

Ｑ　

排
水
は
外
部
に
排
出

す
る
の
か
。

Ａ　

再
処
理
を
行
い
場
内

で
再
利
用
す
る
の
で
、
外

へ
は
排
水
し
な
い
。

Ｑ　

杵
藤
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
中
継
基
地
と
し
て

の
活
用
と
１
日
当
た
り
の

パ
ッ
カ
ー
車
の
台
数
は
。

Ａ　

中
継
基
地
と
し
て

の
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
は
跡
地
利
用
検

討
委
員
会
で
協
議
さ
れ
る
。

パ
ッ
カ
ー
車
は
、
管
内
の

登
録
台
数
が
62
台
で
、
１

日
当
た
り
の
台
数
は
１
０

０
～
２
０
０
。

Ｑ　

太
良
町
な
ど
は
距
離

が
あ
る
の
で
対
応
は
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

施
設
を
建
設
す
る
際

に
納
得
の
上
で
同
意
さ
れ

て
い
る
。
嬉
野
市
は
同
市

町
外
視
察

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会
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各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ
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の
中
継
基
地
で
集
約
し
、

大
型
車
に
積
み
替
え
て
搬

入
さ
れ
る
。

Ｑ　

全
体
事
業
費
と
年
間

の
維
持
管
理
費
は
。

Ａ　

全
体
事
業
費
が
１
７

０
億
円
、
年
間
維
持
管
理

費
が
６
億
円
。

Ｑ　

生
ゴ
ミ
も
搬
入
さ
れ

る
の
で
、
脱
水
機
は
必
要

な
い
の
か
。

Ａ　

生
ゴ
ミ
は
パ
ッ
カ
ー

車
か
ら
ピ
ッ
ト
に
搬
出
さ

れ
、
炉
に
直
接
搬
入
す
る

の
で
必
要
な
い
。

Ｑ　

炉
の
耐
用
年
数
は
。

Ａ　

延
命
措
置
を
行
え
ば

20
年
～
30
年
と
考
え
て
い

る
が
、
地
元
と
の
約
束
で
、

15
年
の
覚
書
を
結
ん
で
い

る
。

Ｑ　

15
年
後
の
地
元
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

ト
ラ
ブ
ル
が
無
け
れ

ば
迷
惑
な
施
設
で
な
い
の

で
、
組
合
と
維
持
管
理
者

が
適
切
に
運
営
す
れ
ば
、

15
年
後
の
契
約
も
問
題
な

い
と
思
う
。

Ｑ　

小
学
生
や
中
学
生
の

施
設
見
学
者
へ
の
対
応
と

し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

作
成
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

意
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
に
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、

そ
こ
で
も
説
明
を
聞
け
る
。

一
、
江
北
町
個
人
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら

個
人
番
号
の
利
用
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
か
ら
制
定
す

る
も
の（

全
会
一
致
で
採
択
）

一
、
江
北
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

地
方
増
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

27
年
３
月
31
日
に
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

28
年
１
月
１
日
以
降
に
施

行
さ
れ
る
法
律
の
改
正
内

容
に
併
せ
て
、
改
正
す
る

も
の

（
主
な
改
正
内
容
）

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
町
税
関

係
の
各
種
申
請
書
類
等
に

個
人
や
法
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
欄
を
設
け
る

も
の

二
、
徴
収
猶
予
及
び
換
価

猶
予
制
度
を
見
直
し
、
納

税
者
の
申
請
に
基
づ
く
換

価
の
猶
予
制
度
等
の
創
設

を
行
う
も
の

三
、
町
た
ば
こ
税
で
旧
３

級
品
の
紙
巻
き
た
ば
こ
に

係
る
税
率
の
特
例
を
廃
止

し
、
経
過
措
置
と
し
て
税

率
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
も
の（

全
会
一
致
で
採
択
）

二
、
江
北
町
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境

組
合
ご
み
処
理
施
設
が
平

成
28
年
１
月
の
稼
働
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の

（
主
な
改
正
内
容
）

ご
み
処
理
施
設
へ
個
人
及

び
業
者
の
方
が
搬
入
可
能

に
な
り
、
ご
み
処
理
施
設

へ
手
数
料
を
直
接
支
払
す

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

手
数
料
の
一
部
を
削
除
す

る
も
の（

全
会
一
致
で
採
択
）

三
、
白
木
パ
ノ
ラ
マ
孔
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

開
設
当
初
、
二
階
建
て

部
屋
を
テ
ラ
ス
を
介
し
て

２
室
設
置
し
て
い
た
も
の

を
一
部
増
築
し
て
、
二
階

建
て
部
屋
２
室
、
一
階
建

て
部
屋
１
室
に
改
修
し
た

こ
と
に
伴
い
、
コ
テ
ー
ジ

の
使
用
料
に
つ
い
て
、
一

部
改
正
す
る
も
の

（
全
会
一
致
で
採
択
）

一
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」

の
調
印
・
批
准
は
行
わ
な

い
よ
う
求
め
る
意
見
書
を

採
択
す
る
よ
う
求
め
る
請

願
。（

賛
成
少
数
で
不
採
択
）

条
例
制
定

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正
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江北さん いらっしゃい !!

Ｑ 

今
の
お
仕
事
は
？

Ａ 

主
婦
の
傍
ら
、
在
宅
で
リ
ン

パ
サ
ロ
ン
を
経
営
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。

   

子
育
て
世
代
の
マ
マ
さ
ん
が

多
く
て
、
共
通
の
話
題
で
盛
り
上

が
っ
て
ま
す
。

Ｑ 

江
北
町
に
住
ん
で
思
う
事
は
？

Ａ 

嫁
い
で
10
年
に
な
る
ん
で
す

よ
、早
い
で
す
ね
〜
。

   
も
と
も
と
江
北
町
に
は
、便
利
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

   

へ
そ
の
町
だ
し
（
笑
） 

歩
い
て
買

い
物
も
行
け
ま
す
し
。

   

子
供
は
二
人
な
ん
で
す
が
、学
校

教
育
の
熱
心
さ
を
江
北
町
に
来
て

感
じ
ま
し
た
ね
。

Ｑ 

子
育
て
し
て
思
う
こ
と
は
？

Ａ  

仕
事
を
し
な
が
ら
の
子
育
て

な
ん
で
す
が
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
て
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

    

登
校
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て

く
れ
て
い
て
安
心
し
て
い
ま
す
。

    

公
園
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
で
す

が
、
イ
メ
ー
ジ
が
暗
い
よ
う
な
．

…

。 

町
の
中
心
に
子
供
た
ち
が
充

実
し
て
遊
べ
る
大
き
な
公
園
が
イ

イ
で
す
ね
。お
花
が
た
く
さ
ん
植

え
て
あ
っ
て
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
専
用

の
道
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
便
利
。

あ
と
大
き
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
!!

Ｑ 

江
北
町
に
望
む
事
は
？

Ａ 

マ
マ
さ
ん
の
間
で
良
く
話
を
し

て
い
る
の
が
、
子
供
の
た
め
の
休

日
や
夜
間
診
療
で
す
ね
。

    

鹿
島
市
や
佐
賀
市
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
く
て
不
安

で
す
。

休
日
、夜
間
に
対
応
で
き
る

　
　
　医
療
機
関
が
近
く
に
あ
れ
ば
。

白石町生まれ
中学2年生、小学1年生、
夫の四人家族

山田久実
ひさみ

プロフィール

江
北
町
（
宿
）
に
お
住
ま
い

の
山
田
久
実
さ
ん
に
子
育

て
や
町
に
望
む
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ようこそ我が町へ～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
申
（
さ

る
」
年
で
あ
る
。
恥
ず
か
し

な
が
ら
、
わ
が
町
の
中
学
生

か
ら
干
支
の
意
味
を
教
わ
り

驚
い
た
。
本
来
十
二
支
は
、

農
作
物
の
成
長
過
程
を
十
二

段
階
で
表
し
た
も
の
ら
し
く

「
申
」
の
読
み
は
「
し
ん
」、

意
味
は
、
作
物
が
成
長
し
伸

び
て
い
く
様
を
表
し
て
い

る
。

　
今
年
は
、
国
政
、
町
政
に

お
い
て
も
大
き
な
変
化
の
兆

し
が
み
え
て
く
る
。
議
会
と

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
変
化

に
対
応
し
町
民
の
皆
様
と
共

に
躍
進
し
て
い
き
た
い
。

　
広
報
編
集
の
最
終
段
階
、

満
場
一
致
で
表
紙
の
写
真
が

決
ま
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
　
　
　
　
　（
金
丸
）

編
集
後
記

広
報
委
員

　
三
苫
紀
美
子

　
土
渕
　
茂
勝

　
渕
上
　
正
昭

　
金
丸
　
祐
樹



婚活イベント 春風BBQ in こうほくを開催します♡
　春風 BBQ 実行委員会が開催する婚活イベント「春風
BBQ」を 2月 28日（日）開催します。
　当日は江北町役場に集合後、門前にある CLUB　RIO で
バーベキューを行いますので、一緒に盛り上がりましょう。
　参加費は男性 4千円、女性 3千円です。
　素敵な出会いを求めている方は、今すぐ江北町商工会にお
申込みください。電話・FAX の他、下記メールでも受け付
けております。
Mail：kouhoku_now@yahoo.co.jp

お問合せ　江北町商工会
住所：江北町大字山口 3360 番地 2

TEL：0952-86-2151　FAX：0952-86-4889

インターネット通信サービスに関する相談が増えています！

「電話料金が安くなる」と電話で勧誘さ
れ、工事を受諾したが、今までよりも2倍以
上の高額な請求を受けた。確認したら「IP
電話」に変更になっていて、パソコンも無
いのにインターネット光回線を契約してい
た。

内容を把握しないまま契約していた。
「インターネット利用料金」が安くなると
電話があったので現在利用しているプロバ
イダからの電話と勘違いし、手続きをし
た。後日、ほかの業者との契約変更になっ
ていることがわかり解約を申し出たが、解
約料が発生した。

高額な解約料の請求を受けた。

・現在の利用状況や契約内容等を確認し、変
更する必要があるのかよく考えましょう。
・通信契約はますます複雑になっており、電
話での説明ではよくわかりません。契約条
件が記載された書面を送ってもらい、よく
検討しましょう。

十分に検討し、安易な返事をしないこと。
・相手は営業のプロです。巧みな話術に乗せ
られる可能性がありますので、必要のない
電話には出ないようにしましょう。
・しつこい電話勧誘でお困りの方は、常時留
守番電話に設定しておくと安心です。

留守番電話機能を活用しましょう。

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活のことでお困りの方は　江北町役場総務企画課　86-5612　までご相談ください。
大町町、白石町でも相談できます。
大町役場産業課　82-3151　　　　白石町役場産業課　84-7121

有料広告
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種　別
香　典
御　祝
その他
合　計

　町では、女性特有のがん検診推進事業として、一定の年齢に達した対象の方に対し、「子宮
頸がん、または乳がん検診無料クーポン券」を8月下旬に郵送しました。
　この無料クーポン券の有効期限（平成28年2月29日まで）が近づいています。
　クーポン券をお持ちの方で、まだ受診されていない方はお早めに指定医療機関に予約をお願
いします。有効期限終了間際になると、予約が混雑し受診できない場合がありますので、ご注
意ください。

子宮頸がん・乳がん検診
無料クーポン券の対象の皆さん
有効期限が迫っています。

件　数
０
２
７

　９件

支出額（円）
０

１５，０００
５５，７９４
７０，７９４

お急ぎくださ
い!!

問い合わせ　江北町保健センター　℡ 71-6324

※その他についてはイベント協賛金等です。（平成27年10月～平成27年12月分）

町　長
交際費

平成27年度

第2回「江北町かえる商品券」
使用期限のお知らせ

　江北町商工会が昨年10月26日から発売した第２回「江北町かえる商品券」の
使用期限は 平成28年２月29日（月）まで  となっています。
　使用期限を過ぎた場合は、ご利用できません。
　また、返品や換金もできませんので、お手持ちの「商品券」をご確認のうえ、
お早めにご利用ください。

［お問合せ先］江北町商工会 TEL：８６－２１５１

平成27年1０月発売

ジェネリック医薬品に切替えた場合、1ヶ月でどのくらいお薬代が節約できるかを
お知らせしています。

※ 切替えを希望される場合は、医師または薬剤師へご相談ください。

加入の
皆様へ「ジェネリック医薬品軽減額通知」を送付します協 会 け ん ぽ

保険者名称が

「全国健康保険協会 佐賀支部」
となっている方（色は水色です）

ジェネリック医薬品
● 有効成分・効能が新薬と同等

● 新薬より安い

● 厚生労働省（国）から
承認されたお薬

平成 年 月末頃に、
加入者 被保険者 の方
の住所へ送付

対象者
・ ３５歳以上の方

・ お薬代の軽減が一定額以上
見込まれる方

・ 新薬を長期間服用している方

送付時期

お問合せ 全国健康保険協会（協会けんぽ）佐賀支部

有料広告
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　「おはようございまーす。」小学生の元気な可愛い声。「おはようございます。」
中学生の張り切った声。月一回楽しみの水曜日です。やっと覚えてくれて挨拶を
自らしてくれるようになりました。うれしいひと時です。その登校仲間の一組の
子どもたちがある朝早く、私の家にやってきました。「おじちゃん、○○ちゃんが
道で倒れてけがをしました。手当をしてください。」見ると１年生の女の子が足か
ら血を流しています。妻と応急手当てをして登校させました。ある区のグループ
で登校している子どもたちのとっさの判断と行動に感心したものです。
　今学校では「自力登校」がすすめられています。自力登校とは、「自分の足で歩
いてくる、自転車で来る」ことです。学校がすすめている「自力登校」にはいろ
いろな良さがあります。１体力づくり　２交通マナーの実践力　３時間の感覚　
４友達とのふれあい　５自然への観察・興味関心　６地域の方との挨拶　７歩く
ことの習慣　８頑張る心　９雨の日の歩き方など　たくさんいいことがあります。
　ところが最近自力登校を指導しなければならなくなったのはなぜでしょうか。
　ある保護者の方に聞いた話ですが、今の世情から来ているということです。子
どもたちの登下校時に誘拐や声掛けなど大変危険な事案があちこちでひんぱんに
発生したため、保護者は自分の責任で自衛のために車で送迎するようになったと
いうことです。
　一部の心無いものが元気に楽しく語り合いながら登下校する機会を奪っている
のです。
　私が子どものころは車もなかったし歩いてしか登下校できませんでした。色々
な思い出があります。満足な靴はもっていませんでしたので、下駄や裸足で通っ
ていました。梅雨時に落ちている梅を拾ってもって行き友達に配り食べていたこ
と、ビー玉遊びのビー玉をもっていないので遊びにはいれず、道の途中にある粘
土をとって丸くまるめてビー玉らしきものを作り遊んだり、柿が熟れる頃は友達
に教えて一緒に御馳走になったりしておこられたりと貧しいながらも楽しさを求
めていろいろな工夫と知恵を出し合って登下校していたものでした。
　今の時代「簡単・便利・重みなし」といわれます。確かに車は簡単・便利では
ありますが、自力登校の良さを考えた時に未来に生きる子どもの育成にチャンス
を逃しているような気がします。そのためには私たち大人は子どもを守り安心し
て登校できる環境を作り出す知恵を出し合うことが求められていると思います。
たくましく生きる子どもの育成があやぶまれる現在、今こそ可愛い子には旅をさ
せよということわざを活かしたいものです。「今だけ、金だけ、自分だけ」の子ど
も・成人にしないために。

教 育 の
ス ス メ

可愛い子には旅をさせよ ―自力登校のすすめ―
教育長　赤 坂 　 章
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　「節分」は「せちわかれ」とも言い、本来 季節の変わり目、すなわち 立春・立夏・立秋・立冬の前日 を指す言葉です。
　旧暦では立春が１年の初めと考えられていたため、現在は 「節分」といえば春の節分 を指すようになり、２月３日（２
日、４日の時もある） にあたります。 
　立春が正月 なのに対して、節分は大晦日 の役割をもち、 １年間の厄払い（季節の変わり目には邪気が入りやすい） のた
めに 豆まき を行います。豆をまく人は、一般的に 年男 あるいは 一家の主人 で、「鬼は外、福は内」と言いながら 煎った大
豆（生豆を使わないのは、拾い忘れたものから芽がでるとよくないことがあるとされているため） をまきます。

　大豆は、良質なたんぱく質が豊富で、「畑の肉」とも呼ばれており、コレステロール低下や血圧上昇抑制などのほか、がん
や動脈硬化予防、肌の老化防止、女性の体の不調の緩和、整腸作用、骨粗鬆症予防など、たくさんの効果があるといわれてい
ます。
　ただし、低カロリーで体にいいからと思ってとりすぎると、栄養が豊富な分、カロリーやたんぱく質、脂質などを摂りす
ぎてしまうこともあるため注意しましょう。

お問い合わせ先
佐賀県後期高齢者医療広域連合
業務課 企画・保健係　電話：0952－64－8476

【 節分のいわれ 】

【 大豆の効能と大豆製品の１日の目安量 】

≪大豆製品の１日の目安量≫ 【 大豆コロッケ 】
★豆　　腐／１００～１５０ｇ
★納　　豆／１パック（約４０ｇ）
★豆　　乳／１８０ｇ
★ゆで大豆／４０ｇ（大さじ３杯）
★高野豆腐／１個（２０ｇ）
★厚 揚 げ／６０ｇ

～  ２月３日 は          です ～

≪材料（４人分）≫
●ゆで大豆　　　　300ｇ
●玉ねぎ　　　　　150ｇ
●にんじん　　　　50ｇ
●ピーマン　　　　60ｇ
●油　　　　　　　小さじ１
●スキムミルク　　45ｇ
●卵　　　　　　　１個
●小麦粉　　　　　大さじ１・１/２
●パン粉　　　　　30ｇ
●揚げ油　　　　　適量
≪作り方≫
① ゆで大豆は一度ゆでて熱いうちにフードプロセッサーなどで
　ペースト状にする。
② 野菜はみじん切りにし、油で炒める。
③ ボウルに①②、スキムミルクをいれよく混ぜ、好みの形にまと
　める。
④ 小麦粉、溶き卵、パン粉の順につけて油で揚げる。

＊＊お知らせ＊＊
『食改の食育教室』が実施されます！！

★日程：平成２８年３月２日（水）午前10時～
★場所：ネイブル　１階　集団指導室
★内容：食育に関するお話、親子で簡単な調理
　実習、手遊び、読み聞かせなど
★持参物：手拭きタオル、お茶、
　汚れてもいい服装又はエプロン
※ 材料の準備があるので保健センターへ事前
　に予約してください。
　（保健センター　71-6324）

　現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後発医薬品）に切り替えられた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減
できるか試算した差額通知ハガキを「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」として、平成28年1月29日に発送しています。

ジェネリック医薬品に関するお知らせ
【佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ】

　該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、1 ヶ月あたりの自己負担額の軽減が一定
額以上見込まれる方が対象となります。　※ 必ずしも全員の方に届くわけではありません。

○ 通知の対象となる方

１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　  実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、切り替えを強制するもので
　 はありません。

○ 通知の記載内容について

ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
ジェネリック医薬品を希望される場合は、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。

○ ジェネリック医薬品とは？

通知書に関するお問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会
コールセンター」を設けています。通知書裏面にコールセンター
のフリーダイヤルが記載されていますので、ご利用ください。

○ お問い合わせ窓口
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【お問い合わせ】
こども応援課　こどもセンター「うるる」
電話 ６５－１２６５　

2月のうるるカレンダー2月のうるるカレンダー

日 月 火 水 金

7
14
21
28

1
8

15（読み聞かせ）
22
29

2
9
16
23

3
10
17
24

木
4
11
18
25

5（ふれあい遊び）
12（ひなまつり製作）
19（小麦粉粘土遊び）

26（お誕生会）

土
6

13（バドミントン大会）
20

27（マンガ・絵本製作）

6
13（バドミントン大会）

20
27（マンガ・絵本製作）

ぴよぴよルーム 読み聞かせ
うるるんキッズ

うるるんキッズ

ぴよぴよルーム
毎週金曜日（10：00～11：00）　
◎対象：満１歳～未就園児

読み聞かせ
第３月曜日（10：３0～11：０0）
◎対象：満１歳～未就園児

第2・4土曜日（14：00～16：00）
◎対象：小学１年～６年生

放課後こども教室事業の活動レポート  Ｎｏ.７　
～子ども体験教室（お茶教室）～

　お茶教室では、毎月第２土曜日に小学生７名と
指導者３名で活動しています。
　お茶の準備から片付けまで自分達で行い、手
前だけではなく、お辞儀など基本的な事も身に
ついています。

　１１月２１日（土）、八町北区にお住いの江越香
奈子さんからご家庭にあったピアノをうるるに寄
贈して頂きました。
　プレイルームにおかれたピアノはこどもから
大人まで大人気で、毎日素敵な音が響いていま
す。　
　１２月１９日のクリスマスコンサートでもマリン
バとピアノの演奏ができました。
　江越さん、本当にありがとうございました。
　大切に使わせていただきます。

うるるにピアノ寄贈！！
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ビッキーのビッキーの

森

■
日
　
時
　
２
月
20
日（
土
）　
13
時
30
分
〜
15
時
35
分

■
場
　
所
　
武
雄
杵
島
地
区
医
師
会
　
３
階
大
講
義
室

■
基
調
講
演
①『
在
宅
医
療
に
つ
い
て
〜
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
そ
う
！
〜
　
』

　
　
医
療
法
人
カ
ー
サ
ミ
ア 

や
ま
お
か
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク  

院
長  

山
岡
憲
夫 

様

■
基
調
講
演
②『
高
齢
化
時
代
の
救
急
医
療
』

　
　
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
　
阪
本 

雄
一
郎 

様

■
問
い
合
わ
せ
　
杵
島
武
雄
地
区
医
師
会
事
務
局
　
０
９
５
４-

２
２-

３
３
４
４

武
雄
杵
島
地
区
医
師
会
　在
宅
医
療
市
民
公
開
講
座

お
知
ら
せ

　
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
で
は
、
40
歳
以
上
の
人
で
乳
が
ん
検
診
未
受
診
者
を
対

象
に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
検
診
　
乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

■
対
象
者
　
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

　
①
佐
賀
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
40
歳
以
上
の
女
性
　

　
　※

年
齢
の
基
準
日
は
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
。
　

　
②
過
去
に
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
、ま
た
は
前
回
受
診
後
３
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方

■
検
診
日
時
　
２
月
27
日（
土
）
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
２
月
28
日（
日
）
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　※

事
前
の
お
申
込
が
必
要
で
す
。

■
検
診
場
所
　
公
益
財
団
法
人
　
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
（
佐
賀
市
天
神
）

■
検
診
料
金
　
無
料
（
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　

■
定
員
　
２
日
間
あ
わ
せ
て
先
着
１
０
０
人
　
■
申
込
日
時
　
２
月
18
日（
木
）〜
２
月
19
日（
金
）

■
申
込
先
　
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
　
０
９
５
２-

２
５-

２
３
２
０

■
募
集
人
員
　
　
10
名
程
度

■
受
験
資
格
　
　
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者（
詳
細
は
募
集
要
項
を
参
照
）

■
願
書
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
月
）〜
２
月
５
日（
金
）（
９
時
〜
16
時
）

　
　
現
在
入
学
願
書
配
布
中
で
す
。（
月
〜
金
：
９
時
〜
16
時
、土
：
９
時
〜
12
時
）

■
試
験
日
　
２
月
13
日（
土
）　
■
試
験
科
目
　
解
剖
生
理
、基
礎
看
護
、国
語（
作
文
含
む
）、面
接

■
試
験
会
場
　
　
武
雄
看
護
学
校

■
問
い
合
わ
せ
　
武
雄
看
護
学
校
　
看
護
科
　
℡
０
９
５
４-

２
３-

７
１
７
１

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

武
雄
看
護
学
校
看
護
科
の
平
成
28
年
度
入
学
生
を
募
集
い
た
し
ま
す

　
白
石
消
防
署
で
は
、
よ
り
一
層
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
個
人
で
も

気
軽
に
受
講
で
き
る
応
急
手
当
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
　
２
月
26
日（
金
）
　
14
時
〜
15
時
30
分

■
場
　
所
　
　
白
石
消
防
署
　
会
議
室

■
対
象
者
　
　
町
内
に
居
住
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
人
数
　
10
名
程
度（
先
着
）

■
内
　
容
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
、
小
児
）

■
締
切
日
　
　
２
月
20
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
　
白
石
消
防
署
　
救
急
係
　
℡
０
９
５
２-

８
４-

３
２
８
３

応
急
手
当
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
　
時
　
３
月
７
日（
月
）
受
付
12
時
〜

■
会
　
場
　
佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

■
対
　
象
　
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
30
名
（
受
付
順
）

■
内
　
容
　
12
時
30
分
〜
13
時
30
分
　
ヨ
ガ
教
室

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分
　
親
睦
・
交
流
会

■
持
参
品
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
参
加
料
　
お
一
人
様
　
３
０
０
円

■
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族
同
伴
の
有
無
を
電
話
で
ご
連

　
　
　
　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
電
話
受
付（
毎
週
月・水・金
の
み
　
10
時
〜
13
時
、14
時
〜
16
時
）

■
申
込
期
限
　
２
月
29
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
が
ん
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
０
１
２
０-

２
４
６-

３
８
８

平
成
27
年
度 

佐
賀
県
が
ん
患
者
・
家
族
集
い
の
会

　
不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
の
登
記
供
託

・
債
務
整
理
（
破
産
・
ク
レ
ジ
ツ
ト
・
サ
ラ
金
ト
ラ
ブ
ル
・
ヤ
ミ
金
な
ど
）
成

年
後
見
・
遺
言
・
各
種
裁
判
手
続
な
ど
司
法
書
士
業
務
全
般
に
関
し
て
の
ご
相

談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
20
日（
土
）
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
ア
バ
ン
セ
　
４
階
　
第
１
研
究
室
　
℡
０
９
５
２-

２
６-

０
０
１
１

　
　
　
　
武
雄
市
役
所
　
１
階
　
会
議
室
　
　
℡
０
９
５
４-

２
３-

９
１
１
１

　
　
　
　
鹿
島
市
民
会
館
　
２
階
　
第
５
会
議
室
　
℡
０
９
５
４-

６
３-

２
１
０
５

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
会
場
で
も
ご
相
談
で
き
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。
　

■
電
話
相
談
　
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
０
９
５
２-

２
８-
７
１
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
０
９
５
２-

２
９-
０
６
３
５

■
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
司
法
書
士
会
　
℡
０
９
５
２-

２
９-

０
６
２
６

｢
司
法
書
士
に
よ
る
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会｣

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
澁
谷
貴
大
さ
ん
（
岳

区
）
が
新
成
人
代
表
と
し
て
挨

拶
を
行
い
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
大
槌
町

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
澁
谷
さ
ん
は
、
大
槌
町
の
伝

統
行
事
で
あ
る
お
祭
り
の
手
伝

い
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
お
祭

り
は
震
災
で
祭
り
の
道
具
や
山

車
な
ど
が
全
て
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
お
祭
り
を
再
開
で
き
る
よ

う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。大
槌
町
の
人
々
は
町
を

復
興
さ
せ
た
い
と
い
う
一
心
で
、

記
憶
を
た
よ
り
に
お
祭
り
を
復

活
さ
せ
活
気
あ
る
町
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
「
人
は
辛
い
事
が
あ
っ
て

も
負
け
な
い
で
立
ち
上
が
る
事

が
出
来
る
」
と
い
う
こ
と
を
大

槌
町
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
頂
い

た
と
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
際
に
抱
い
た
抱
負

を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

過
去
に
成
人
式
を
経
験
し
た
皆

さ
ん
も
当
時
の
抱
い
て
い
た
思

い
を
思
い
出
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う
〜
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『おふろやさんのまねきねこ』

『なくしものくじら』

『キッキとネネのかくれんぼ』

『まねっこおやこ』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　次回は2月20日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下

さい。

絵　本

『へんしんマーケット』
あきやま  ただし・作・絵

とよた  かずひこ・さく・え

田中  伸介・画

ももろ・絵

マッティ・ピックヤムサ・絵

他

2月

8月

17水

18木

22月

23火

26金

デイケア　ゆとり

乳幼児相談

2歳半歯科検診

2ヵ月児相談

ベビーとママのにこにこ教室

乳児健診

９：50～10：00

9：30～10：30

13：00～13：15

9：30～  9：45

9：45～10：00

13：00～13：15

10：00～12：00

9：30～11：30

13：00～15：00

9：45～11：00

10：00～11：30

13：00～15：00

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『坂本廣子のだしの本　つくって食べて未来に伝えていこう！』

『きえた！？かいけつゾロリ』

『わすれものチャンピオン』

『ガラスのベーゴマ』

児童書

『大村智ものがたり
苦しい道こそ楽しい人生』

馬場  錬成・著

坂本  廣子・著

原  ゆたか・さく・え

花田  鳩子・作

槿  なほ・作

『変わり続ける　人生のﾘﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ戦略』

『おいしいもののまわり』

『海洋大異変　日本の魚食文化に迫る危機』

『魔女の封印』

一般書

『ユートピア』
湊  かなえ・著

出井  伸之・著

土井  善晴・著

山本  智之・著

大沢  在昌・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

2

日

7

11

14

21

28

日曜日
木：建国記念の日

日曜日
日曜日
日曜日

0952-86-3231
0954-65-4100
0952-84-6060
0954-65-2046
0952-71-3060

0954-65-3129
0952-82-3161
0952-84-5880
0952-82-5551
0954-65-5006

藤崎医院（江北町）
有島病院（白石町）
白石共立病院（白石町）
溝口医院（白石町）
坂本内科医院（大町町）

高島病院（白石町）
順天堂病院（大町町）
藤井整形外科（白石町）
川﨑整形外科（大町町）
白浜医院（白石町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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みんなで

『出て』『観て』『楽しむ』

情報番組

日 月 火 水 木 金 土

6

7 8 9 10 11 12

4321 5

13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

3月4日3月3日3月2日3月1日 3月5日

26 27

28 29

可燃物 可燃物

可燃物 可燃物

容器包装プラスチック
資源物

容器包装プラスチック
資源物

容器包装プラスチック
資源物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

不燃物

可燃物

不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

不燃物
可燃物

不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

建国記念の日 ・心配事相談日

・心配事相談日
  および行政相談日

・高校生ケーキカフェ
 「サノ・ボヌール」

・女性のための相談日

・江北町長選挙
・日曜役場

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・消費生活相談

・消費生活相談

・消費生活相談 ・県内一周駅伝

2016年2月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新町、
上区、岳、鹿ノ口、白
木、平山、仲町、浪花
町、日ノ出、原宿

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★2月は、資源物回収となっていま
す。回収日が、雨天の場合は、翌週の
木曜日に延期になります。なお、容
器包装プラスチックにおいては、雨
天の場合も収集しますので、お間違
えのないようにお願いします。

BC地区
共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!

N
o.273

編
集
発
行
／
江
北
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賀
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　TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130
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日
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平
成
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年
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月
1
日
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報
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・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。　
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